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１．研究目的 

 

本研究所および信州大学の宇宙線モジュレーショングループは、１９７０年代からプラス

チックシンチレーター検出器による宇宙線ミューオン望遠鏡の地表、地下連続観測網を建

設し、広いエネルギーにおいて宇宙線強度の連続観測おこない太陽圏環境の研究を進めて

きた。本共同研究は、この観測網による宇宙線データのデータベースを研究所の FTP サバ

ーに構築し、データを国内外の研究者に公開する。また、名古屋多方向宇宙線ミューオン

望遠鏡のデータは、宇宙線による宇宙天気予報の研究のためにリアルタイムのデータ公開

システムを研究所のホームページにつくり、データの即時参照を可能にする。 

 

２．データベース作成の概要 

 

名古屋多方向宇宙線ミューオン望遠鏡： 

全１７方向の宇宙線強度１時間平均値の数値データとそのプロット。データ期間は、１９

７０年の観測開始より現在までの約４０年間。及び全１７方向の宇宙線強度１時間平均値

のリアルタイムデータ。 

 

坂下地下宇宙線望遠鏡： 

全１６方向の宇宙線強度１時間平均値の数値データ。データ期間は、１９７７年の観測開

始より１９９９年の約２２年間。 

 

３．共同研究の成果 

 

１）地表、地下宇宙線ミューオン望遠鏡によって長期間にわたり観測されたデータのデー

タベースを研究所の FTP サバーに構築し、データを統一したフォーマットで効率よく

利用できるようにした。 

２）名古屋多方向宇宙線ミューオン望遠鏡のデータをリアルイタイムで研究所のＨＰにア
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ップロードし、データを即時参照できるシステムを作った。 

 

このデータベースを使った太陽圏環境、宇宙天気予報の共同研究が内外の研究者によって

おこなわれている。 
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